
第
一
巻
は
重
要
通
達
事
項
の
み
で
、
巻
末
に
「
鎮
台
日
誌
』
の
訂
正

文
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
『
鎮
将
府
日
誌
」
の
も
つ
性
格
の
一
面
を
示
し

て
い
る
。
第
二
巻
以
降
は
、
維
新
戦
争
第
二
期
の
東
北
地
方
で
の
戦
闘

記
録
が
、
王
体
で
あ
る
。

慶
応
四
年
七
月
十
七
日
、
江
戸
を
東
京
と
改
称
す
る
詔
勅
が
出
、
こ

れ
に
伴
っ
て
有
栖
川
大
総
督
府
宮
が
鎮
台
を
免
ぜ
ら
れ
、
三
条
実
美
右

大
臣
を
鎮
将
と
な
し
た
。
新
政
府
は
政
務
総
裁
た
る
鎮
将
を
新
設
し
た

東
京
府
に
在
勤
せ
し
め
、
駿
河
以
東
十
三
ヶ
国
を
支
配
せ
し
め
た
。

東
京
大
病
院
は
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
日
に
医
学
所
に
併
合
さ
れ
、

所
属
が
鎮
台
か
ら
東
京
府
に
変
り
、
さ
ら
に
九
月
十
三
日
よ
り
鎮
将
府

に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
月
十
九
日
か
ら
再
び
東
京
府
に
移
っ
て
い

プ
（
》
Ｏ

「
鎮
将
府
日
誌
』
に
は
、
細
部
に
及
ぶ
人
事
の
記
録
は
な
い
が
、
三
職

七
科
制
を
ふ
ま
え
た
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
記
事
と
し
て

は
、
誰
が
、
何
時
、
何
処
で
負
傷
し
、
浅
手
か
深
手
か
ま
で
を
記
入
し

て
あ
り
、
そ
の
戦
傷
兵
が
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
に
ど
れ
だ
け
辿
り
つ
け

た
か
は
今
後
の
大
き
な
調
査
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

一
例
を
示
す
と
、
七
月
十
三
日
の
磐
城
平
城
の
攻
防
戦
で
、
負
傷
し

た
薩
摩
藩
の
財
部
与
八
（
浅
手
）
、
同
小
隊
長
の
樺
山
十
兵
衛
（
深
手
）
は
、

共
に
小
名
浜
を
経
て
同
月
二
十
七
日
に
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
の
太
田
陣

屋
に
入
院
し
、
与
八
は
八
月
二
十
八
日
、
十
兵
衛
は
八
月
二
十
四
日
に

死
亡
し
て
い
る
。

ま
た
、
興
味
を
ひ
く
点
と
し
て
は
、
京
都
の
太
政
官
代
に
の
み
死
傷

者
報
告
を
し
た
藩
、
東
京
の
鎮
将
府
の
み
に
報
告
し
た
藩
、
両
方
へ
時

期
を
分
け
て
報
告
し
て
い
る
藩
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
を
生
じ
た
原
因
や
、
東
京
大
病
院
の
所
属
の
変
遷

が
、
維
新
政
権
内
部
で
の
政
治
的
綱
引
き
や
天
皇
東
遷
が
か
ら
み
合
う

（
土
佐
藩
・
福
岡
孝
弟
の
証
言
他
）
も
の
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
課
題
と
し

て
さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
平
成
七
年
九
月
例
会
）

中
国
古
代
医
学
に
は
陰
陽
、
五
行
、
三
才
と
い
う
三
つ
の
枠
組
み
概

念
が
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
枠
組
み
の
中
に
医
学
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
故
に
中
国
古
代
医
学
の
究
明
に
は
こ
れ
ら
の

概
念
の
検
討
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

陰
陽
の
語
源
的
定
義

陰
は
、
阜
（
お
か
）
＋
云
（
く
も
）
＋
今
（
含
、
閉
じ
籠
も
る
）
よ
り
成
る

文
字
で
、
日
の
当
た
ら
な
い
蔭
地
を
意
味
す
る
。
湿
気
が
籠
も
っ
て
欝

と
お
し
く
冷
た
い
。
陽
は
、
阜
十
易
（
日
が
昇
る
）
よ
り
成
る
文
字
で
、

日
の
当
た
る
丘
を
意
味
す
る
。
明
る
く
温
か
い
。
即
ち
陰
陽
は
、
語
源

的
に
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
上
に
於
け
る
存
在
様
式
を
示
す
言
葉

で
あ
る
。
陽
は
明
る
く
、
温
か
く
、
乾
い
て
、
活
動
的
な
性
質
を
持
つ
。

陰
は
暗
く
、
冷
た
く
、
湿
っ
た
、
安
静
的
と
い
う
性
質
を
持
つ
。

陰
陽
ｌ
中
国
古
代
医
学
の
枠
組
み
概
念
其
の
－
１
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陰
陽
の
素
問
的
定
義

陰
陽
は
天
地
の
道
な
り
。
万
物
の
綱
紀
、
変
化
の
父
母
、
生
殺
の
本

始
、
神
明
の
府
な
り
（
生
気
通
天
論
）
。
万
物
の
綱
紀
と
は
分
類
の
基
準
に

な
る
と
云
う
意
味
で
あ
る
。
分
類
の
基
準
と
し
て
は
天
地
、
水
火
、
男

女
等
を
分
か
つ
。
変
化
の
父
母
、
生
殺
の
本
始
と
は
変
化
推
移
の
動
因

と
な
る
こ
と
を
示
す
。
陰
陽
の
時
間
的
消
長
は
明
暗
、
寒
暑
の
変
動
の

要
因
と
な
り
、
昼
夜
、
季
節
の
推
移
を
起
動
す
る
。
生
物
の
世
界
で
は

成
長
収
蔵
の
循
環
を
生
む
。
ま
た
陰
の
極
よ
り
陽
、
寒
の
極
よ
り
熱
へ

の
変
換
も
主
宰
す
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
陰
陽
は
天
地
の
法
則
で
あ
り
、

真
理
の
殿
堂
で
あ
る
。

生
物
の
機
能
と
形
態
に
於
け
る
陰
陽

生
体
に
お
け
る
陰
陽
は
、
栄
養
素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
貯
蔵
、

放
出
、
運
搬
、
消
費
を
制
御
す
る
機
構
で
あ
る
。
陰
は
生
産
よ
り
放
出

ま
で
を
担
当
し
、
陽
は
そ
の
消
費
を
担
当
す
る
（
陽
は
外
に
在
り
て
陰
の

使
い
な
り
、
陰
は
内
に
在
り
て
陽
の
守
り
な
り
。
素
問
５
）
。
植
物
の
場
合
、

土
の
中
か
ら
水
や
栄
養
分
を
吸
収
し
て
根
や
茎
に
栄
養
物
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
貯
え
る
の
が
陰
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
栄
養
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
、
芽
を
吹
き
、
双
葉
を
開
か
せ
、
茎
を
伸
ば
す
の
が
陽
の
働
き

で
あ
る
（
陽
は
之
が
正
Ｉ
征
を
予
え
、
陰
は
之
が
主
と
な
る
。
素
問
６
）
。
動

物
に
お
い
て
は
、
飲
食
物
か
ら
栄
養
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
内

蔵
（
肝
、
腎
）
に
貯
え
、
必
要
に
応
じ
て
放
出
す
る
ま
で
が
陰
の
仕
事
で

あ
っ
て
、
そ
の
栄
養
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
知
覚
、
運
動
、
発
汗
、

栄
養
、
体
温
調
節
な
ど
の
仕
事
を
す
る
の
が
陽
の
役
目
で
あ
る
（
陰
は
精

を
蔵
し
て
亟
を
起
こ
す
、
陽
は
外
を
術
し
て
固
め
を
な
す
な
り
。
素
問
５
）
。

即
ち
、
代
謝
に
於
い
て
、
陰
は
同
化
的
に
働
き
、
陽
は
異
化
的
に
働
く
。

陰
陽
は
、
現
代
医
学
的
に
は
、
ほ
ぼ
自
律
神
経
系
に
相
当
す
る
。
陰
は

副
交
感
神
経
、
陽
は
交
感
神
経
に
対
応
す
る
。

陰
の
仕
事
を
す
る
場
所
が
五
蔵
六
府
の
内
蔵
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
を

陰
と
云
う
。
陽
の
仕
事
を
す
る
場
所
が
頭
、
四
肢
、
体
表
で
あ
る
。
故

に
こ
れ
を
陽
と
云
う
。
内
蔵
は
陰
優
位
で
あ
り
、
頭
部
と
四
肢
は
陽
優

位
で
あ
る
。
人
間
の
自
律
神
経
支
配
の
状
況
は
、
昼
、
春
夏
は
交
感
優

位
、
陽
優
位
で
、
覚
醒
の
状
態
で
活
動
的
で
あ
る
。
夜
、
秋
冬
は
副
交

感
神
経
優
位
、
陰
優
位
で
安
静
的
で
睡
眠
の
時
期
と
な
る
。
病
気
の
場

合
、
陽
優
位
で
は
発
熱
し
無
汗
で
あ
る
（
麻
黄
湯
）
。
陰
優
位
で
は
寒
気

が
し
汗
が
出
る
（
桂
枝
湯
）
。

疾
病
、
症
候
の
病
理
発
生
に
お
け
る
陰
陽
の
関
与

肢
端
紅
痛
症
で
手
足
の
末
端
が
火
に
炎
ら
れ
た
よ
う
に
熱
く
感
ず
る

の
は
、
四
肢
末
端
と
云
う
元
々
陽
気
が
盛
ん
な
所
に
更
に
陽
気
が
盛
ん

と
な
り
、
陰
気
が
少
な
い
為
に
陽
に
よ
る
熱
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

ひ
た
す
ら
熱
感
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。

素
問
に
お
け
る
病
理
の
説
明
は
本
よ
り
陰
陽
だ
け
で
行
な
っ
て
い
る
訳

で
は
な
い
が
、
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

診
断
に
於
け
る
陰
陽

診
断
は
脈
診
、
色
診
、
問
診
に
よ
っ
て
行
な
う
。
脈
に
は
陰
陽
が
あ

る
。
脈
の
陰
陽
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
脈
状
に
よ
っ
て
病

位
（
浮
Ｉ
表
、
沈
Ｉ
裏
）
、
病
理
（
滑
Ｉ
風
、
渚
Ｉ
痒
）
、
病
情
（
数
Ｉ
熱
、

遅
’
寒
）
の
判
定
を
す
る
。
二
つ
は
予
後
の
判
定
を
す
る
。
脈
に
生
気
が

あ
る
こ
と
を
胄
院
の
陽
と
云
う
。
死
兆
を
示
す
脈
を
真
蔵
の
脈
と
云
う
。
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へ
“
誌
必
全
紹
介
余
遡
素
泓
曇
欺
き
愈
蓉
の
尖
丙
坐
嘉
“

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
夏
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
よ
っ
て
長
崎
に
も
た
ら

さ
れ
た
牛
痘
苗
は
、
藺
方
医
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
全
国
に
普
及
し
た
。

そ
の
後
明
治
四
年
に
ボ
ー
ド
イ
ン
苗
に
か
わ
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
が
天

然
痘
予
防
に
は
た
し
た
役
割
が
い
か
に
お
お
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は

よ
く
し
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
を
も
っ
て
、
わ
が
国
の
牛
痘

接
種
法
元
年
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
承
認
を
え
て
い
る
。

こ
れ
以
前
に
わ
が
国
で
お
こ
な
わ
れ
た
牛
痘
法
に
つ
い
て
は
、
富
士

川
浦
を
は
じ
め
先
人
の
研
究
に
よ
っ
て
、
い
く
人
か
の
先
駆
者
が
存
在

こ
れ
は
陰
の
脈
で
あ
る
。
こ
れ
に
脈
の
虚
実
と
を
加
え
れ
ば
診
断
の
か

な
り
の
部
分
が
カ
バ
ー
出
来
る
こ
と
に
な
る
。

治
療
に
於
け
る
陰
陽

病
状
に
於
け
る
陰
陽
の
虚
実
、
盛
虚
、
有
余
不
足
の
病
理
に
向
け
て
、

薬
物
の
寒
熱
、
補
潟
の
薬
理
を
対
応
さ
せ
る
。
こ
れ
が
薬
物
治
療
の
原

則
で
あ
る
。
鍼
灸
治
療
も
原
則
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
そ
の
難
し
さ
に

つ
い
て
傷
寒
論
の
傷
寒
例
第
三
は
王
叔
和
の
文
章
を
掲
げ
て
誤
治
誤
療

を
厳
に
戒
め
て
い
る
。
古
人
に
と
っ
て
も
陰
陽
虚
実
の
判
定
は
容
易
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
平
成
七
年
五
月
例
会
）

山
本
亨
介
著
『
種
痘
医
小
山
騨
成
の
生
涯
」

し
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
事
蹟
に
つ
い
て
も
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
光
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
富
士
川
瀞
の
「
種

痘
術
の
祖
の
私
考
」
（
著
作
集
四
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
長
与
俊
達
（
肥
前
）
、

小
山
騨
成
（
紀
伊
）
、
井
上
宗
端
（
下
総
）
、
中
川
五
郎
治
（
松
前
）
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。

孫
の
長
与
専
斎
が
明
治
新
政
府
の
衛
生
行
政
の
中
で
枢
要
な
地
位
を

し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
祖
父
で
あ
る
長
与
俊
達
の
事
蹟
は
あ
き

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

中
川
五
郎
治
に
つ
い
て
は
、
松
木
明
知
の
三
○
年
に
も
お
よ
ぶ
史
料

探
索
の
結
果
が
数
十
編
の
論
文
と
し
て
実
を
む
す
び
、
五
郎
治
の
系
譜

の
か
な
り
の
部
分
が
解
明
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
そ
の
一
人
、
小
山
騨
成
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
不
明
の
部
分

が
お
お
き
か
っ
た
。
あ
と
数
年
で
明
治
維
新
を
む
か
え
る
と
い
う
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
に
建
成
が
残
し
、
そ
し
て
養
女
雪
江
、
妻
と
相
つ
い

で
世
を
さ
っ
た
た
め
、
騨
成
の
活
躍
を
つ
た
え
る
文
書
類
が
散
逸
し
、

墓
も
無
縁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
史
料
の
と
ぼ
し

い
人
物
を
と
り
あ
げ
て
、
何
と
か
世
に
だ
し
た
い
と
願
っ
て
執
筆
さ
れ

た
の
が
本
書
で
あ
る
。
同
じ
紀
州
の
出
身
で
あ
る
著
者
は
、
璋
成
が
華

岡
青
洲
と
肩
を
な
ら
べ
る
ほ
ど
の
業
績
を
あ
げ
た
人
物
と
の
信
念
に
も

と
づ
い
て
、
郷
土
の
偉
人
に
あ
た
た
か
い
眼
ざ
し
を
そ
そ
い
で
ま
と
め

あ
げ
た
。

著
者
は
天
狗
太
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
も
つ
作
家
で
、
昭
和
三
八
年
朝

日
新
聞
の
将
棋
観
戦
記
者
を
最
後
に
文
筆
生
活
に
は
い
っ
た
。
本
書
は

作
家
と
し
て
の
著
者
の
筆
は
こ
び
に
よ
っ
て
、
さ
す
が
に
丁
寧
な
、
よ

632 (138）


